





















































た。北方方言話者は 20名（生育地：北京市 9名、遼寧省 2名、内蒙古自治区 1名、山
東省 3名、吉林省 2名、天津市 1名、河北省 2名）、上海方言話者は 25名（上海市内
出身）である。調査協力者 45名とも 2003年 9月大学に入学し、それまで日本語の学

























有声・無声 無声 /p/ 有声 /b/ 無声 /p/ 有声 /b/
音声環境 ― ― 撥音後 促音後 その他 撥音後 その他





3） 知覚調査 2：1回目の音声テープを調査協力者 3）に聞かせ、有声・無声破裂音の部分
を聞き取らせた（調査は 10人ずつ行った）。
4） 知覚調査 3：数日後（1週間以内）、2回目の音声テープを調査協力者 3）に聞かせ、有
声・無声破裂音の部分を聞き取らせた（調査は 10人ずつ行った）。
5） 知覚調査 2、3で回収した回答シートをもとに、結果を分析した。
知覚調査 2と知覚調査 3の所要時間は各 20分であるが、10分を目安にして、休憩を挟
んで、2回に分けて行った。



























音 /o/の場合、語頭無声破裂音 /p/の正聴率がわずか 40％であった。
2）　無声破裂音の知覚調査の結果に関しては、語頭も語中（撥音後、促音後、その他）も






















































り、VOT値は軟口蓋音 /k/＞歯茎音 /t/＞両唇音 /p/であることが考えられる。実際に、
皆川（1994）の 7ヶ国語母語話者を対象に行った破裂音の無音時間と VOT値についての









言語 /p/ /t/ /k/
日本語  5.7  6.0 15.7
フランス語 28.4 30.4 35.8
英語 40.1 43.7 50.7
ウェールズ語 56.5 57.8 71.6





















































































































  2  『音声学大辞典』（1976）によると、日本語の「有気・無気」を中国語で「送気・不送気」という。
本文では、「有気・無気」という言い方をする。
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